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【高知県】高知大学医学部附属病院泌尿器科

高知大学医学部附属病院泌尿器科について
当講座は昭和55年（1980年）に高知医科大学泌尿器科学教室
として創設されて以降、医局員、同門会で力を合わせてきました。
優れた医療人を育成し、今後の高知大学泌尿器科学の発展を目
指して、地域はもちろん、世界をも意識した教育、研究、診療に邁
進していく事を目標に日々の診療に励んでおります。教育、研究、
診療、さらには社会貢献の根源は「人」であり、医療人の育成こ
そが、これら全テーマに通じる起点かつ目標だと考えます。特に
若手の泌尿器科医の指導では、泌尿器科専門医・指導医の取
得を基本に、腹腔鏡技術認定、癌治療認定など各自の望む専門
的キャリアパス達成に向けて積極的に手術に携わってもらっており
ます。

泌尿器科医は内科的領域と外科的領域を幅広く総合的に診察す
る専門医であり、他科領域と広範な接点を持っております。主とし
て副腎・腎・尿路・男性生殖器を扱いますが、近年は女性泌尿
器科に代表されるように婦人科疾患を含めて広く診療できる泌尿
器科医が増えてきました。患者さんは小児からご高齢の方まで幅
広い年代に渡っており十分な症例数を有しております。医学史上
初の内視鏡が「膀胱鏡」であることでわかるように経尿道的な内
視鏡手術や腹腔鏡/ロボット手術などの低侵襲手術、さらには各
種レーザー治療や顕微鏡手術などの先端医療の臨床応用も積極
的に行っていることも泌尿器科の特徴です。当施設では年間
600-700件の手術症例、内視鏡ロボットda Vinci（2台）があるの
で若手の先生にも積極的に手術に執刀してもらっており、興味の
ある手術をそれぞれが勉強しスキルアップ出来る環境があります。
みなさんの希望する研修目標に向けて個別アドバイザーも精一杯
併走しますので泌尿器科診療の現場でその魅力を体感してみてく
ださい！！！
研究関係では医学研究の楽しさを学生や教室員の皆で共有し、
優れた成果を世界に向け発信し、その成果を診療そして地域に
還元することを目指しております。また、独創的な研究・開発の発
想や確実な成果獲得のためには、学術連携体制が必要不可欠と
考えおり、学内や大学間、産学間、さらに国際連携も行っておりま
す。特に膀胱癌に代表される新世代の光感受性物質である5-ア
ミノレブリン酸 （5-aminolevulinic acid （5-ALA））を用いた光力
学技術は癌の有する共通の生物学的特性を根幹とした技術であ
り、安全/有効性より、今後も多くの癌腫に対する可能性を秘めて
いると考えております。当科の光力学班は、この5-ALAを用いた

光力学技術に基づく癌の診断や治療に関する基礎研究から臨床
研究、さらにはその技術開発に取り組み、さらに東京工業大学や
高知工科大学などとも共同研究を行っています。

さいごに
当科では常勤医11名レジデント7名の合計18名で診療に当たっ
ています。外科が好き、最先端たけではなく地域医療にも興味が
ある、手術を経験したい、高知（お酒）が好き、暖かいところが好
きな方は初期研修医問わず是非一度遊びに来てください。
InstagramとFace bookもやってますので興味のある方はフォ
ロー御願いします！！
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